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１　ご挨拶「暑中お見舞い申し上げます。」
全国盲ろう者団体連絡協議会

会長　大杉勝則

　みなさん　暑い中、自分の地域で色々活動されていると思います、ご苦労様です。熱中症などにはかからないよう、しっかり水分をとりながら、健康をたもってください。

　さて、今年度は、全国盲ろう者協会主催のブロック会議がいよいよ６つのブロックで始まります。この企画は、連絡協議会にも深く関わっています。この６つのブロック会議を生かして、連絡協議会の中で６つのブロック支部のような組織を固めようと考えております。

　連絡協議会の役員だけで取り組むのは、限界があります。２０１３年に日本で開催する世界盲ろう者会議をどのようにするのか？などを各地の友の会とともに意見・情報交換をしながら取り組んでいこうと考えております。

　全国のみなさんと一緒に力をあわせてがんばっていきましょう！

２　みんなで考えよう、総務省への働きかけについて

副会長　門川紳一郎

　最近よくいろんなところで耳にする「地デジ」。これはいったいどんなものなのでしょう？

　現在のテレビ放送はアナログ形式です。テレビの右上に「アナログ」と出ている、あれです。このアナログテレビ放送は２０１１年７月２４日までに終了し、地上デジタルテレビ放送に移行されます。略して「地デジ」。つまり、アナログ形式のテレビがもう見られなくなるわけです。

　さて、この「地デジ」どんな特徴があるのでしょうか？

☆高品質の映像と音声で臨場感と迫力のある放送を楽しめる

☆一つの画面で同時に２～３の番組が楽しめる

　例えば、メインチャンネルでドラマを見ながら、サブチャンネルで野球中継を見る、など。

☆いつでもニュース・天気予報・交通情報など暮らしに役立つ情報を見ることができる

　なあんだ、盲ろう者には関係ないじゃないか。そうでもないんですよ。

☆特別アダプタなしに字幕放送を楽しめる

☆受信機器によってはアナウンサーの声をゆっくりしたスピードできくことができる

　やっぱり、盲ろう者には関係ないじゃないか。いえいえ、そんなことはないんですよ。

　デジタル放送では映像や音声、または暮らしに役立つ情報が文字情報として放送されます。この文字情報のデータを活用すれば、盲ろう者もテレビにアクセスして、楽しめるようになります。

　例えば

・文字情報をピンディスプレイで読めるようにする。
・字幕を読みやすい文字やスピードにする。
・音声をききやすい音質やスピードにする。
・文字情報のデータを放送終了後でも読めるようにする。
などなど。とても画期的なことですね。

　しかし、技術的には可能であっても、実際にこれらのサービスは提供される保障はありません。

　そこで、ＪＤＦ（日本障害フォーラム）では様々な障害者団体の要望をまとめ、「地デジ」を担当する総務省に意見書を出すことになりました。もちろんこの意見書には盲ろう者からの要望も盛り込まれています。また、ＡＴＭに関する要望も取り上げてあります。

　この意見書は総務省に対する幅広い要望を取り入れてありますが、特に盲ろう者に関係が大きい部分を以下、ご紹介します。

　盲ろう者の声をぜひ国に届くようにこれからも粘り強く活動していきましょう。

＊＊＊

障害者権利条約総務省関連（第２回目）の項目についての意見書（事務局案②）

日本障害フォーラム{全国盲ろう者協会も加盟団体です}

④地上波デジタル放送に関する意見において

　盲ろう者はテレビへのアクセスができない。そのためＮＨＫの受信料を減免する制度がある。しかし、盲ろう者もテレビは視聴したいのが本来の希望であり将来の夢でもある。盲ろう者は視覚と聴覚の両方に障害を併せ持つため、情報摂取の手段が非常に限られており、新聞・ラジオ・テレビなどから情報を得ることは不可能に近いのが現状である。

　テレビの情報は活字情報では得られないタイムリーな情報、娯楽を含めた広範囲な情報が多く、また、速報や注意報など緊急時の情報源としても広く活用されている。しかしながら、現状では盲ろう者への対応がまったくなされていない。具体的な要望としては、主に２点に集約できる。

（ア）デジタル情報のデータ提供

　字幕放送、解説放送、緊急発信情報としてのテロップ等は、デジタルデータで発信されるのであれば、それらのデータをインターネットあるいはパソコンでアクセス可能なテキストデータに変換が可能と思われる。そのため、今回アナログからデジタル放送に変更になるのをきっかけに、盲ろう者のテレビ視聴への期待も大きくなってきている。

　インターネットやパソコンからテキストデータにアクセスが可能となれば、盲ろう者も点字ディスプレイ等を用いて情報を知ることが実現できる。なお、点字ディスプレイには株式会社KGS（埼玉県）が製造しているブレイルメモシリーズ等、各種機種が出回っている。

　また、同様に、データをハードディスク等の記憶媒体に保存が可能となれば、保存データをテキストに変換後、自分に必要な情報、興味のある情報などを取り出し、一人一人のペースにあわせて読むなど、盲ろう者のニーズに応じて点字ディスプレイ等を使って読むことができる。また、アナログ時代においても、NHKなどが流していた字幕情報を特殊な装置を用いてパソコンに取り込み、それをテキストデータ化して点字で字幕内容を読んでいたという事例も報告されている。しかし、装置自体が高価であり、装置の操作が複雑なため、盲ろう者の間には普及しなかった。

　その他、汎用性のあるインターネットで盲ろう者を対象にした会員制のサイトを設け、テレビ各局で流されるあるいは流されたデジタル放送のデータ（テキストデータ）にアクセスできるようにするなどの措置を取っていただきたい。

（イ）審議会への出席

　総務省がこれまでに実施してきている、デジタル放送に関する指針等づくりに向けての各種研究会及び審議会において、視覚障害者団体や聴覚障害者団体等の出席はあったものの、盲ろう者団体の出席がなかった。これらの研究会や審議会等は、盲ろう者からの要望等を総務省へ届けるための重要な機会でもあったはずである。今後、盲ろう者側の出席を必ず確認していただきたい。

　盲ろう者は視聴覚二重障害者ともいうが、視覚障害者や聴覚障害者と違った独自のニーズを持っていることをご理解いただきたい。

（３）電話やATMなどのアクセシビリティの保障

　電話リレーサービスは、アメリカに比べて普及がたいへん遅れている。カリフォルニアでは７００万件の利用がある一方で、わが国では１００件程度という現状を、前回の意見交換会でご紹介した。また、ATMは盲ろう者にはまったく使えないことも発言した。そうした、現状をぜひしっかり把握していただきたい。

　その上で再度お聞きするが、電話リレーサービスは、たとえば保健所や公的サービス機関では必ず活用できるようにし、また、「オンラインバンキング」のアクセシビリティは保障する等は、最低限の合理的配慮であると考える。技術レベルのバリアは除かれている。普及のためには法的な拘束力がいると考えるが、貴省の考えをお聞かせいただきたい。

３　連絡協議会の業務

連絡協議会を運営するためにさまざまな業務を行います。皆で役割分担して進めています。

{編集部}

・機関誌の発行

{事業部}

・各友の会への情報提供、相談への対応

・他の盲ろう者団体との連絡役

{国際協力推進部}

・世界会議の準備に主に関わる

{コーディネーター}

・協会との連絡

{福祉対策部}

・作業所、派遣事業関係

{広報部}

・広報担当

・WEB対応

[IT対策部]

・個人、友の会からのパソコン使いたい盲ろう者がなかなか使えない時の相談担当

{文化・スポーツ部}

・盲ろう者が楽しめる文化・スポーツの振興

４　【連載】各地の盲ろう者団体の活動

（このコーナーでは各地の盲ろう者団体の活動の様子などを掲載します。今回は新しく連絡協議会に加盟した山形県盲ろう者友の会の活動を紹介します。）

山形県盲ろう者友の会の活動

会長　相蘇健太郎（全盲・難聴）

　山形県盲ろう者友の会は、２００４年４月に正式発足しました。その年の１０月には福島智先生をお招きして「記念講演会」を開催し、３００名近い方に集まっていただきました。

　６年目を迎えた現在、通訳・介助者は増えたり減ったりを繰り返しています。盲ろう者の数も４名と少なく、２００名以上いると推定されている県内在住盲ろう者数には程遠い状況です。

　主な活動内容は、月１回の役員会と学集会、そして不定期で年に２～３回の交流会です。交流会では、料理教室を開き、専門家をお呼びして、体に良いレシピを紹介していただいているほか、真冬には山形では有名な蔵王の「樹氷」にも触ったりしています。

　また長年の交渉が実り、昨年度より県の委託を受けて、「盲ろう者通訳・介助員養成講座」を実施できるようになりました。４時間ずつ５日間、計２０時間で行いました。その結果、通訳・介助員の登録者数、友の会の会員数共に増やすことができました。今年も場所を変えて開講する予定で準備を進めています。

　課題としては、まず何よりも盲ろう者の掘り起こしに力を入れたいと思っています。現在県庁を初め各障害者団体、自治体に協力を求めています。また、通訳・介助員の派遣時間数の拡大、派遣費の増加もあわせて願っています。そして田舎の通訳・介助員をもっともっと増やしていかなければなりません。当会の活動は主に天童市が活動の拠点となっているために、通訳・介助員もその周辺に集中しています。しかし私はそこから車で２時間ほど離れたところに住んでいて通訳・介助者がまだまだ足りない状況です。新しい盲ろう者会員を迎えるまでに、当事者がどこにいても、通訳介助を利用できるように整備していく必要があると思っています。

　まだまだ未熟な山形ですが、皆様からの情報を収集しながら前進していきたいと思っております。ご指導のほど宜しくお願いいたします。

５　連絡協議会加盟団体

岩手盲ろう者友の会

山形盲ろう者友の会

栃木盲ろう者友の会「ひばり」

群馬盲ろう者つるの会

埼玉盲ろう者友の会

ＮＰＯ法人千葉盲ろう者友の会

ＮＰＯ法人東京盲ろう者友の会

神奈川盲ろう者ゆりの会

新潟盲ろう者友の会

岐阜盲ろう者友の会

静岡盲ろう者友の会

愛知盲ろう者友の会

三重盲ろう者きらりの会

京都盲ろう者ほほえみの会

ＮＰＯ法人大阪盲ろう者友の会

ＮＰＯ法人視聴覚二重障害者福祉センター「すまいる」

兵庫盲ろう者友の会

奈良盲ろう者友の会「やまとの輪」

ＮＰＯ法人和歌山盲ろう者友の会

岡山盲ろう者友の会

広島盲ろう者友の会

山口盲ろう者友の会

徳島盲ろう者友の会

香川盲ろう者友の会

ＮＰＯ法人えひめ盲ろう者友の会

熊本盲ろう者夢の会

沖縄盲ろう者友の会

６　お知らせならびにお願い

①「第１９回全国盲ろう者大会（群馬）で会いましょう!!」

委員　庵　悟

　いよいよ、全国大会が迫ってきました。全国盲ろう者協会から第２報がお手元に届いたでしょうか？

　この大会で連絡会が担当する企画について、ご案内いたします。ぜひ、ご参加ください！

１．第１分科会「全国の盲ろう者の生の声を聞く」

午前の部

日　時：８月２２日（土）９時～１２時　　　

内　容：テーマ「裁判員制度のしくみ」

　野村　茂樹さん（弁護士、全国盲ろう者協会理事）が、全国社会福祉協議会発行のパンフレット「障害者の裁判員制度への参画に向けて」の内容をもとに講演をされます。下記のホームページから電子データ（ワード版・テキスト版）をダウンロードして、読むことができます。

障害のある方向けのパンフレット「障害者の裁判員制度への参画に向けて」

http://www.shakyo.or.jp/research/09saibaninseido.html

あらかじめ読んで、学習しておきましょう。そして、盲ろう者の立場からの生の声を出し合いましょう！

午後の部

日　時：８月２２日（土）１４時から１７時

内　容：

○前半…テーマ「アッシャーの主張」

　日本網膜色素変性症協会（ＪＲＰＳ）アイヤ会の活動などについてのお話を聞いて、アッシャーについて意見交換をしましょう！

〇後半…テーマ「ズバリ、これが、私の困っていること！」

　日頃困っていること、行政に訴えたいことなどをどしどし出してくださいね！連絡会ではそれらの意見をまとめて行政に要望書を提出します。

２．『フライングディスクを体験しよう！』

日　時：８月２３日（日）８時半～１２時

内　容：群馬県障害者フライングディスク協会のご指導をいただきながら、楽しく汗を流しましょう！参加される方は、体育館シューズ（上履きの運動靴）を忘れないように！

②２００９年度加盟費の納入のお願い

連絡会会計担当　上野正彦

　暑い暑い真夏真っ盛り、各団体のみなさま、お元気でしょうか。

　暑い中、恐縮ですが、メールマガジンでもお伝えしましたが、２００９年度連絡会の加盟費納入をお願いいたします。

　お忘れになっていませんか。今年度もぜひ納入くださいますよう、下記の通りご案内申し上げます。

記

加盟費　　１万円

入金方法　郵便局で振り込み

口座番号　１２１７０－８５８２４０６１

口座名義　全国盲ろう者団体連絡協議会

振込期限　２００９年９月３０日まで

　　　　　【年内納入のご協力をおねがいします】

振込み手数料はご負担お願いします。

振込みは個人名でなく、団体名で送金してください。

「特定非営利活動法人」、「ＮＰＯ法人」は省いてください。

郵便局の払い込み書で領収証とします。大切に保管してください。

③連絡協議会第３回総会開催について

　毎年開催されております全国大会、来年は北海道で開催予定です。

　大会終了後連絡協議会の総会を開催したいと考えています。しかしこれはあくまでも案です。加盟団体からもっと善い提按がありましたら参考にしたいと思います。９月３０日までに連絡協議会事務局にご意見をお寄せください。宜しくお願いします。

７　編集後記

副会長兼編集担当　牧田紀子

　猛暑の日々が続いていますが、みなさんいかがお過ごしでしょうか。

群馬県で開催される全国大会が目前に迫ってきました。みなさんとお会いできることを楽しみにしております。

　さて、今回も無事に機関誌を発行できましたことを感謝しています。いかがでしたか？　少し内容が難しいものもあったでしょうか？　機関誌をはじめ連絡協議会へのご意見、ご質問などありましたらご遠慮なくお知らせください。

　次回機関誌は来年２月に発行します。その間に２ヶ月に１度ずつメールマガジンも発行します。どうぞお楽しみに。

　それではみなさん、厳しい暑さにめげずお元気でお過ごしください。全国大会でお会いしましょう。

